

































吉 野 山 を 遠 望
し
て 梢 の 桜 樹 を 見 て の 作 で あ る 。 語 法 的 には、
「





身 よ り 心があくがれ出るという心情は、
激し い 自 然 探 訪 へ の
う づ き で あ ろ う 。
「 見 し ・ 身 に も ． に き 」 と い う ナ
・マ


























自己を客 観 化 し て い て 面 白 い 。



















烏 羽 院 に 下 北 面 の 武 士 と し て 仕 え た 青 年 佐 藤 義 清が、失恋か政
争かその因はわからぬものの、
二 十 三 オ に し て 突 如 出 家 返世した。
以下 、
彼は、半世紀にわたっ て 、
高 野 ・ 平 泉 • 四 国 な ど を 姻 僧 と
し
て 遍 歴 の 旅 を 祝 け るが、
ここでは、




ま に 選 ん だ 二 十 首 について自由に感 想 を ま と め て み た 。












韻 律 上 、
第 四 句 の 「 て ・
て
・て·と」のTU音の重暦感が
すばらしい。 桜 花 へ の 執 若 、
そ の 芙 へ の 妄 執がすべての煩悩 を こ
え たはずの
わが身に更に 残 ろ 、
そうした自己発見への驚嘆がいと
おしく想 い 起 されていろ。
















































































































































































































二 十 三 オの冬か。雛俗の道は広き門に あ ら ず 、




わり切りた い が 、
辺 理の弁
別にもとる と す る 初 句の詠瑛にまず注 意 し よ う 。
竹 を 割 っ て 連 ね た 寛の水、
それはすぺなく氷り切ってしまった。
春 来 れ
ば 開 花 を 待 ら 、 花 咲 か ば 風 情 を 惜 しんで散
るをいとった
慕わしい俗世 ／ え え ま ま よ 、






















と っ ての今年の秋 日々は、 思 え ば こ
の虫た
ら
と共に あ っ たのだ、
そのまさにと絶えんとすろ今、
自分の生命のあり方を虫の生命と等







山 岳 部 顧 問 に 就 任 時 、
類似の体験があった。
山 中 ー 薄 明 ー
時雨ばら
つ く 杉 林の中で、
次第につのりいく嵐の
音を 聞 い た
。
この幽陪の林間で夜を迎えるのかとの寂蓼感と雨滴
の音以外にない静 寂 さ が 深 く 心 を お お
った。

























」の＾ーモニ イ が 、
全 体 を 晏 一 色の気品あろ歌 閲 IC 染
め 上 げ て い る 。
今 宵 一 夜 、
あの晩鐘の音が聞けるか、 ・ ・ ・ あ あ か す か に 聞 え て き
た…明日までわが命保てば、
又 明 日 も ・ ・ ・ と 、
わが魂の延引をひそ
かに希うのである。













新古 今のあまたの歌との相OOを迎想さす 歌 だ
が 、

















契 っ た 自 分 、 その自分
が、寛の氷が
解けぬ限り春は来ぬ、早くこ
の結氷を解かし て 春 が ・ ・ ・ と つ い 浮 世 人 な み に 春 を 待 たんとする。
人 間の弱さ、


































自 己 の 心
の


















































二 十 五 オ の 作 と さ れ る 。衣川に西行
は何を見たのか。
サスベンスもどきの興味をよぷが、




五 十 代 前 半 の 作
か。讃岐で崇徳院の跡地、善通寺の弘法大師遺




































































ー来 た る ・ ・ ・ し も 」 の 接 点 に 多 く 徴 さ れ る 、
男性的量感がこ
の 歌 を











主 題 は 秘 恋























ま ず 上 の 句 。
初 句 は 恋
の 呻 吟 へ の 嘆 声 で あ る 。





「 あ ら ば あ れ




















な ほ 止 （







の の ふ 西 行 の 騎 馬 行 と さ
れるが、
その疾走感覚、
ス ピ ー ド 感 は 一 続 してまことに快 く 、 私
の 好 き な 歌 の 一 っ で あ る 。
伏 見 |宇 治 の 岡 の 屋 （
え え
、ここで




こ の 駒 、
なかなか元気だ、駒乗試しにはもってこい。
「過 ぎ ぬ 、
． ． ． 
止まらじ、 ・ ・ ・ 行 きて、・・・試みん 」 傍 点 の 助 辞 に 留 意 さ れ た い 。
そ の 律 動 感 、
そ の 青 年 武 者 の 吐 く 呼 吸 、
山家集中に珍しい流動感
溢るる秀句と評して、






























































嘲 笑 さ れ よ
う と 、 わ が 身 の 不 運 と してあきらめよう と い う
のである。
こ こ に は 、
身 分 違 い の 相 手 へ の 恋 を 、
はじめか







よ う と い う 、
自主的積極的な恋の姿勢がある。
下句の係り詞の使用も大胆である。

























結 局 の 「









年 、 例 の 百 人 一 首 に
も入っている「
な げ け と
て月やはも の
を…」と
組 み 合 わ さ れている秀歌で あ る 。
(18)の歌
-lll-
眠憂
かぺ
けれど
（雑）
上句は
、まさに新古今の妖艶の色胴であろう
。恋しい人と契る
と見た夢、その夢は
とはに党めないでくれという。
下句は、
仏
法にいう「長夜の眠り」をよみこんでいる。
いつま
でも悟りえない惰眠がこれで、
理非の分かぬ境界に迷・いこんでい
ては
出家として申し訳けないという。
全体に、
仏法の背理への自省と
わが本能に快い恋の燃焼への甘
いいざないとの葛藤である。
かくして、
恋の歌中心の四首をもって”結＂の編も終わり、
す
．ぺ
て二十首に及ぷ西行遍歴歌のアンソロジーも一応終結し
たが、
四季．恋・雑の歌すべてを通じて、今より八百年前
、中
世勁乱期
を生きた
西
行ー義消の、自然・旅情．恋愛・信仰などの錯綜した、
和歌に形象された人生へ
の
発問は、
時代と共にいよいよ大きく、
長
き
逢ふと
り 見
は ・し
そ
の
る 夜の夢
わしての、
恋の痛苦への受容が前半で
あ
ろう。
下句
の「かくや」の「ゃ」を反語
に
取るか、疑問乃至詠嘆に取
るかで、後半の世界が決定する。
諸資料によると、
安易な反語に
は取りがたく、来世も恋の苦業より逃れがたいが、現世
のそれは
地双の資め苦を思わせる
シンイ（※いかり）のほむらを党悟せ
ねばならぬとする。
遁世の佃
が、かかる
人間性の悲しさを三十
一文字に詠んでいる姿に
、西行
歌の位相の奥深さを思うのである。
(20)の歌
党めであれな
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に現代人
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西行の、
陸奥•四国への週歴は、彼の人生道捏の深化の半世紀
で
あ
り、われわ
れも又、各自の 生の角角で、数多の西行の歌に
耳傾けていきたいと思う。
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